
◆平成 27年度 志摩市水道事業会計
 

■ 収益的収支           

 収益的収支とは…1年間の事業活動
支出には人件費や維持・運営費などがあります。

 
収益的収入 18億 54万円 

 
収益的支出 14億 9,879万円  

 

 

 

 

その他

1,361万円
(0.8%)

営業外収益

1億1,184万円
(6.2%)

受水費

1億6,458
(11.0%)

減価償却費

5億4,943万円
(36.7%)

営業外費用等

1億2,438万円
(8.3%)

志摩市水道事業会計決算の概要◆ 

                                

活動などに伴う収入と支出。収入には水道料金や閉開栓手数料などが、

支出には人件費や維持・運営費などがあります。 

 

 

水道料金

16億7,509万円
(93.0%)

その他

万円

)

人件費

1億9,790万円
(13.2%)

維持・運営費

4億6,250万円
(30.8%)

受水費

6,458万円
(11.0%)

人件費

維持・運営費

受水費

減価償却費

営業外費用等

（※税込み） 

（※税込み） 

水道料金

その他

営業外収益

                           

に伴う収入と支出。収入には水道料金や閉開栓手数料などが、 

人件費…職員の給料や手当、法定

福利費など 
維持・運営費…ダムや浄水場、配

水管などの施設修繕や

運転・管理、また、水道

料金徴収業務に係る費

用など 
受水費…三重県企業庁から水(一

部)を購入する費用 
減価償却費…取得した固定資産

を耐用年数に応じ、各年

度に配分して計上した

費用 
営業外費用等…企業債(借入金)の

支払利息など 

水道料金…皆さんにお支払いた

だく水道使用料金 
その他…閉開栓手数料や材料売

却、県からの補償金な

ど 
営業外収益…受取利息や長期前

受金戻入、コピー代な

どのその他雑収益 



 

■ 資本的収支            

資本的収支とは…施設整備などに伴う収入と支出。将来の経営活動に備えて行うものであり、収入に

は国庫補助金や加入分担金などが、支出には建設改良費や企業債償還金などがあり

ます。なお、支出に対して不足する収入については、減債積立金や建設改良積立金、

減価償却費などの損益勘定留保資金で補てんします。

 
資本的収入 2,911万円 

 

資本的支出 8億 534万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補助金

975
(1.2%)

負担金

129万円
(0.2%)

分担金等

1,807万円
(2.2%)

企業債償還金等

3億6,401万円
(45.2%)

基金積立金

1億30万円
(12.5%)

                          

施設整備などに伴う収入と支出。将来の経営活動に備えて行うものであり、収入に

は国庫補助金や加入分担金などが、支出には建設改良費や企業債償還金などがあり

ます。なお、支出に対して不足する収入については、減債積立金や建設改良積立金、

減価償却費などの損益勘定留保資金で補てんします。 

 

 

補助金

975万円
(1.2%)

不足額

7億7,623万円
(96.4％)

建設改良費

3億4,103万円
(42.3%)

（※税込み）

建設改良費

企業債償還金等

基金積立金

補助金

負担金

分担金

不足額

（※税込み） 

                            

施設整備などに伴う収入と支出。将来の経営活動に備えて行うものであり、収入に

は国庫補助金や加入分担金などが、支出には建設改良費や企業債償還金などがあり

ます。なお、支出に対して不足する収入については、減債積立金や建設改良積立金、

建設改良費…送・配水管の新設や

改良に係る設計業務委

託料及び工事費、また、

浄水場の機械設備や水

道メータなどの資産購

入費など 
企業債償還金等…地方公共団体

金融機構や民間の金融

機関からの借入金の返

済額など 
基金積立金…基金の積立金 

補助金…国からの補助金 
負担金…工事負担金や一般会計

などからの負担金 
分担金等…水道加入分担金や基

金利息 
不足額…収入から支出を差し引

きした額 
不足する場合は補てん財

源（積立金や減価償却費

などの損益勘定留保資

金）で補てんする 



■ 損益計算書                                                               
                                      （※税抜き） 

             平成 27年度 平成 26年度 増減 
水 道 事 業 収 益 1,675,992,037円 1,762,918,221円 △86,926,184円 
水 道 事 業 費 用 1,398,367,787円 1,559,837,862円 △161,470,075円 
当 年 度 純 利 益 277,624,250円 203,080,359円 74,543,891円 
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 36,093,296円 40,650,937円  
その他未処分利益剰余金変動額 47,638,000円 341,094,618円  
当年度未処分利益剰余金 361,355,546円 584,825,914円  
※平成 26年度補足：当年度未処分利益剰余金のうち 160,000,000円は減債積立金および建設改良積立金へ積立て 
※平成 27年度補足：当年度未処分利益剰余金のうち 280,000,000円は減債積立金および建設改良積立金へ積立て 
 
■ 貸借対照表                                                                 

ｗｗｗ                                   （※税抜き） 

資 産 の 部   負 債 の 部 
固 定 資 産        14,781,178,374円 固 定 負 債     2,615,814,066円 

有形固定資産 14,125,314,903円 企業債 2,615,814,066円 
無形固定資産 155,188,255円 流 動 負 債      1,492,318,306円 

投資その他の資産 500,675,216円 企業債 322,926,657円 
流 動 資 産       1,748,632,189円 未払金 145,246,911円 

現金預金 1,559,554,294円 引当金     14,070,492円 
未収金 271,267,406円 その他流動負債 10,074,246円 

貸倒引当金 △126,396,808円 繰 延 収 益      1,802,559,505円 
貯蔵品 44,119,277円 長期前受金 3,340,442,718円 

前払費用 88,020円 収益化累計額 △1,537,883,213円 
  資 本 の 部 
  資 本 金           2,483,765,537円 
  資本金 2,483,765,537円 
  剰 余 金           9,135,353,149円 
  資本剰余金 8,773,997,603円 
  利益剰余金 361,355,546円 

資 産 合 計 16,529,810,563円 負債・資本合計 16,529,810,563円 
 

■ 業務量                                                                     

 

 平成 27年度 平成 26年度 増 減  
給 水 人 口 51,864人 52,788人 △924人 
給 水 栓 数 22,547栓 23,020栓 △473栓 
( 年 間 ) 配 水 量 7,082,811 ㎥ 7,247,462 ㎥ △164,651 ㎥ 
( 年 間 ) 有 収 水 量 6,153,192 ㎥ 6,170,014 ㎥ △16,822 ㎥ 
有 収 率 86.87％ 85.13％ 1.74％ 
(税抜き )水道料金収入 1,551,008,240円 1,573,259,112円 △22,250,872円 

 


